
  

 

 

報告事項チ 

  

 

    「いきいきライフ応援コーナー」の開設及び「は～とふるサービス（障がい者 

    サービス）」の充実について 

  

  「いきいきライフ応援コーナー」の開設及び「は～とふるサービス（障がい者サービ

 ス）」の充実について別紙のとおり報告します。 

 

 

 

   平成２５年１０月２８日 

 

 

 

             鳥取県教育委員会教育長  横 濵 純 一 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  
 

 

｢いきいきライフ応援コーナー｣の開設及び｢は～とふるサービス(障がい者サービス)｣の充実について 

 

図 書 館  
 

１ 「いきいきライフ応援コーナー」の開設について 

  超高齢化社会が加速する中、だれもが心と体の健康を維持し、いきいきと安心して老後の生活を送

れることを願い、関心を持っている。当館では「図書館を使って毎日いきいき」をテーマに中高年層

に関心の高い各分野の図書などを一ヶ所にまとめた「いきいきライフ応援コーナー」を、9月 13日に

開設した。 
 

（１）コーナーの概要（７つのコーナーで構成） 

（ア）「百歳文庫」 

日野原重明、吉沢久子、柴田トヨ、石井桃子、水木しげるなど、高齢の著者が書いたもので、

いつまでも元気で長生きするパワーをもらえる本。 

（イ）「心も体もいきいき」 

レクリエーション、健康体操、筋力トレーニング、脳トレなど健康増進・健康づくりに役立つ

本や、折り紙、ぬり絵、回想法など認知症を予防する本。 

（ウ）「病気になったときに」 

癌や認知症など病気について説明した本や、家族の介護、自分の介護が必要になったときに役

立つ本。また、病気と闘った手記も、病気になったときの生き方情報として役立つ本。 

（エ）「人生を楽しく」 

生涯学習、生涯スポーツ、俳句や短歌を詠む文芸活動から、人生に活気と潤いを与える趣味の

本。ガーデニング、写真、手芸、料理、ウォーキング、つり、などの楽しい本。 

（オ）「いきいきセカンドライフ」 

   定年後の再就職や起業を考えている人、資格を取りたいと思っている人、ボランティア活動や自

治会活動に興味のある人に役立つ本。家族との生活や孫育ての本。 

（カ）「安心セカンドライフ」 

   老後の関心事である年金や遺言・相続の本、知っておきたい介護制度、成年後見制度の本、悪質 

商法など、困ったときに役立つ本。 

（キ）「音で楽しむ読書」 

   活字が読みづらくなった方が耳で楽しむ、文学作品や講演などの朗読ＣＤ。 

昔話や詩などをみんなで読む「あたまイキイキ音読教室」（昨年 9月から月 1回開催。 

現在、8 市町で開催）で使える本、音読に関する本。 

 

（２）成果 

 ・「百歳文庫」や健康づくりの本など貸出が多く、高齢者の方からこういう本を探していたと感謝さ

れた。 

 ・高齢で活字が読みづらくなったので、耳で本を楽しむ朗読ＣＤがあるのを知ってよかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきいきライフ応援コーナー       あたまイキイキ音読教室の様子 
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２ ｢は～とふるサービス(障がい者サービス)｣の充実について 

鳥取県立図書館では、目が不自由な方、活字が読みにくい方、耳が聞こえにくい方、文字が苦手な

お子さんなど、図書館の利用に障がいのある方を対象とした「は～とふるサービス」を実施している

が、このたび、いろいろな県民の方に知ってもらい、サービスを普及させるために充実を行った。 

 

（１）「は～とふるサービスコーナー」のリニューアル 

   図書館のは～とふるサービスを広く知ってもらうために、コーナーをリニューアルした。 

＜展示＞ 
大活字本、ＬＬブック、録音図書、朗読ＣＤ、バリアフリーＤＶＤ、布絵本、点字資料、 

障がいを知る本、福祉関係パンフレット、郵送貸出や対面音訳サービスなどの紹介チラシなど 

    ＜体験コーナー＞ 

      マルチメディア DAISY 図書(パソコンで音声を聞きながら絵や文字を見ることができる）など 

（２）録音図書の貸出について 

   平成 25 年 9 月より、朗読ＣＤの貸出に加え、希望される本の朗読を、携帯プレーヤーに吹き込

んで貸出するサービスを開始した。 

これにより、高齢、病気等で文字が読みにくくなった方、視覚にハンディキャップがある方、病

気や手の麻痺等で、本を長時間持ったり、ページをめくったりするのがつらい方にも、本を耳で楽

しんでいただくことができる。    

 

    
リニューアルした「は～とふるサービスコーナー」   

 

（３）「は～とふるサービス」のチラシの配布 

   は～とふるサービスをわかりやすく紹介するチラシを作成し、福祉関係機関、特別支援学校や 

図書館等公共施設へ配布。広く県民への周知を図った。 

 小中学校から、マルチメディアデイジーを活字が苦手な児童生徒に使いたいと問合せがあった。 

 

（４）企画展示等の開始と啓発イベントの実施 

 今後もサービスの利用を普及するとともに、手話の勉強や、障がい者への理解促進を支援する環境

を整える。 

（ア）10月の企画展示「もっと知りたい！手話のこと」 

   ・手話の本、絵本 

   ・ろう者のドキュメンタリーなど 

（イ）は～とふるサービスコーナー「手話に関する本の常設展示」 

（ウ）「手話で楽しむおはなし会」の開催  

日 時：10 月 27 日（日）11:00～ 

場 所：鳥取県立図書館 小研修室 

     「手話で昔話を聞く会」（主催 大山町立図書館） 

       日 時：10 月 27 日（日）10:00～  

場 所：大山町立図書館名和分館 

                              

 
 

録音図書を聞く機器又は携帯プレーヤーに

好きな本の音声データを入れて貸出 

 
手話の本の貸出が増えている 
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